
希学園 第389回 公開テスト 小６ 算数 2024年10月13日実施 模範解答 制限時間50分

５
(分)１ ─395 5212
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２

(㎝) (㎠) (㎤) (㎠)141.3 162.7250 147 ア イ

３ 40 132

㎝ ㎠４ ３ 13.5３ １ ２： ：
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％６ 18.5５ 10 ９： ：

１
本 ㎤ ㎤７ 125324 1440 ３

(配点)

；各５点×８

その他；各４点×15



希学園 第389回 公開テスト 小６ 算数 2024年10月13日実施 解説 (２－１)

１ ３３ 日＝80時間＝4800分 21分45秒＝21 分１
３ ４

３
□＝4800÷12－21 ×16＝400－348＝52(分)

４

300×２＋200＝800(円)２
(5000－800)÷３＝1400(円)…Ｃ

1400＋300＋200＝1900(円)…Ａ

100×1.2＝120(円)…定価 120－８＝112(円)…値引き後の売価

50×0.6＝30(個)…定価で売った個数

50－30－３＝17(個)…値引きして売った個数

利益は，(120×30＋112×17)－100×50＝504(円)

14兄がゴールしたとき，弟は，100×─＝87.5(ｍ)走っている。
16

100
妹は14秒で，87.5－7.5＝80(ｍ)走っているので，14× ＝17.5(秒)

80

10を使う…９通り

５と偶数(10以外)…４通り ９＋４＝13(通り)

正方形の１辺の長さを①とすると，斜線部分の周りの長さは，

１ １
①×π× ＋①×２×π× ＋①＝①×π＋①＝①×(π＋１)＝207(㎝)２ ４

4.14

よって，①＝207÷4.14＝50(㎝)

42×２÷14＝６(㎝)…三角形の高さ

14－６＝８(㎝)

６14×─＝10.5(㎝)…長方形のたての長さ８

14×10.5＝147(㎠)

高さが，４＋２÷２＝５(㎝)の円柱の体積に等しい。

３×３×π×５＝45×π＝141.3(㎤)…

曲面部分の面積は，高さ５㎝の円柱の側面積と同じ。

曲面部分…３×２×π×５＝30×π(㎠)

平面部分…３×３×π×２＋６×２＝18×π＋12(㎠)

30×π＋18×π＋12＝48×π＋12＝162.72(㎠)…

Ｂ

Ａ
300円

Ｃ

300円

200円

45°

８㎝

６㎝

45°

45°

６㎝
14㎝

問題にあてはまる２個の整数は，どちらも約数が２個の整数，すなわち素数と３ そ

なる。２けたの素数を小さい方から順に書くと，

11，13，17，19，23，29，31，37…

カードはそれぞれ１枚ずつなので，11は作れない。

和を最小にするには17と23を選べばよい。よって，17＋23＝40

問題にあてはまる２個の整数は，約数が２個と３個の整数となる。

約数が３個の整数は(素数) となる数。
２

約数２個→97，89，83，…

約数３個→49，25

和を最大にするには83と49を選べばよい。よって，83＋49＝132

右の図において，ＢＥ：ＥＣ＝１：１，４
辺ＡＣとＦＥが平行なので，

ＡＦ：ＦＢ＝１：１と分かる。

ＡＦ：ＦＢ：ＡＢ：ＡＤ：ＤＢ

１ ： １ ： ２

３ ： ２ ： １

３ ： ３ ： ６ ： ４ ： ２

ＡＦ：ＦＤ：ＤＢ

＝３：(４－３)：２＝３：１：２

１
ＦＥ＝12× ＝６(㎝)１＋１

三角形ＤＧＦと三角形ＤＣＡは相似。

相似比は， の結果より，ＦＤ：ＡＤ＝１：(３＋１)＝１：４

１
ＦＧ＝12× ＝３(㎝) よって，ＥＧ＝６－３＝３(㎝)

３＋１

四角形ＡＦＧＨ(斜線部分)の面積は，三角形ＡＦＥの面積から三角形ＧＥＨの

面積をひくと求められる。

太線部分の相似より，ＥＨ：ＡＨ＝ＥＧ：ＡＣ＝３：12＝１：４

ＦＧ：ＧＥ＝３：３＝１：１
１ １三角形ＡＦＥの面積は，60× × ＝15(㎠)
２ ２

１ １
よって，15－15× × ＝13.5(㎠)

１＋１ １＋４

Ａ

Ｆ

Ｄ

Ｂ Ｃ

ＨＧ

Ｅ

２

１



希学園 第389回 公開テスト 小６ 算数 2024年10月13日実施 解説 (２－２)

ＢＣ間を進むのは，次郎が，45＋27＝72(分)早い。５
速さの比 太郎：次郎＝５：20＝１：４

４
かかる時間の比 太郎：次郎＝４：１ 72× ＝96(分)…太郎(ＢＣ間)

４－１

96よって，ＢＣ間のきょりは，５×─＝８(㎞)
60

ＡＢ間を進むのは，太郎が45分早い。

速さの比 太郎：次郎＝４：３

かかる時間の比 太郎：次郎＝３：４

３45× ＝135(分)…太郎(ＡＢ間)
４－３

午後０時＋135分＝午後２時15分

ＢＣ間をダイヤグラムに表す。

５午後２時15分＋96分× ＝午後３時15分
５＋３

２ ２(Ａ＋Ｂ)：Ｃ＝１─：１＝５：３ (Ａ＋Ｃ)：Ｂ＝１─：１＝７：５６
３ ５

３ ３ ５ ５よって，Ｃは全体の， ＝─，Ｂは全体の， ＝─
５＋３ ８ ７＋５ 12

３ ５ ５ ３
Ａ：Ｂ：Ｃ＝(１－─－─)：─：─＝５：10：９８ 12 12 ８

問題文より，ＡとＢを50ｇずつ１：１の比でまぜるとこさが９％，

ＢとＣを50ｇずつ１：１の比でまぜるとこさが10％の食塩水ができる。

この２つの食塩水を100ｇずつ１：１の比でまぜた食塩水をＤとすると，

Ｄのこさは，(９＋10)÷２＝9.5(％) の結果と合わせて考えると，

Ａ ① Ａ ⑤
×５

Ｂ ② Ｄ 9.5％ → Ｂ ⑩ Ｄ 9.5％…

Ｃ ① Ｃ ⑤

Ａ ⑤

Ｂ ⑩ 11％…

Ｃ ⑨

， より，

Ｄ 9.5％ ⑳
11％

Ｃ □％ ④

＝11－9.5＝1.5(％)

＝1.5×５＝7.5(％) □＝11＋7.5＝18.5(％)…Ｃ

太郎
次郎

２:15 ３:00

３:24 ３:51

Ｂ

Ｃ

9.5％ □％11％

⑳

５ １：

：

Ｄ

④

Ｃ

この容器は，右の図のようになる(上部の正方形はない)。７
辺の数は，４×６＝24(本)

72＝12×12÷２

→ 右図点線の立方体の１辺は12㎝

12÷２＝６(㎝)

容器の容積は１辺12㎝の立方体から三角すいを８個ひいたものになる。
１

12×12×12－６×６÷２×６×─×８＝1440(㎤)３

６㎝の高さより上と下に分けて考える。
１

1440÷２＋12×12×４－４×４÷２×４× ×４
３

１
＝1253 (㎤)

３

(配点) ；各５点×８，その他；各４点×15

12㎝

12㎝

10㎝

６㎝

４㎝


